
１ 教 育 目 標

(1) 教育目標

心ゆたかな、主体性のある生徒を育てる。

○ ものごとの真実を追究する生徒 自 立

○ 楽しい生活の中に秩序を作りあげる生徒 共 生

○ 困難に進んで取り組む生徒 向 上 心

○ 行動と発言に責任をもつ生徒 自己責任

(2) 経営方針

「行動につなげる～考える・表現する・協働する高中生～」をスローガンに、常に

教師力（授業力）向上を目指し、生徒の「生きる力」の育成を推進する。

◎ 目指す生徒像

・健康や安全を意識して生活する生徒

・自分や周りの人のことを考え行動する生徒

・進んで学習に取り組む生徒

◎ 目指す教師像

・「チーム高中」を合い言葉に、常に生徒の幸せを考える教師

・「協働」の精神で相応の役割を担い、共通理解を図りながら学校経営に参画す

る教師

(3) 本年度の重点目標

ア 心がうごいて自ら行動する経験を重ね、自己実現を図る生徒を育てる。

・授業、学校行事、集会等あらゆる機会を捉えて自信がもてる生徒を育成する。

・協働する学級・学年づくりを通して、力をあわせることができる生徒を育成する。

・３年間を見通したキャリア教育で、よりよい進路選択ができる生徒を育成する。

イ 学力の定着と向上を目指す生徒を育てる。

・生徒の思考の流れを考えた授業を行い、学ぶ楽しさを追究する生徒を育成する。

・生徒に達成感や充実感を味わわせ、自主的な学びができる生徒を育成する。

・特別な支援を必要とする生徒への共通理解を図り、個を大切にした指導をする。

ウ 健康や安全を意識しながら生活できる生徒を育てる。

・健康を維持・増進させるための正しい生活習慣づくりや食育を推進する。

・学校保健委員会を核とした活動や特別活動との関連を推進する。

エ 働き方改革にかかる業務改善をする。

・長時間労働の是正に向けた在校時間管理を適正に行い、日にちを決めて全教職員

が一斉に退校する機会を設けたり、行事などの内容を見直したりする。

・部活動の指導方針を共通理解し、例外のない運営をする。

オ 地域に信頼される学校をつくる。

・地域や保護者の声を有効に活用した学校経営をする。

・接遇を意識した対応をする。

・各種たよりやホームページ等で情報の発信をする。
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(1)　学校の規模

学年

主任

学級

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

311

312

313

314

神谷　崇文

宮里　拓伺

竹本　海

梅田　直生

加藤　蓮果

平賀　美保

細井かおる

古畑　真優
副担

二階堂泰生

岩月　綾乃

稲垣　大樹

坂口　渚

山下　広樹

原　芙実子齋藤倖太朗

多田　翔哉

中川　琴絵

黒柳　優太

清水　和也

(非常勤講師内数)

教　職　員　数

学　級　数

坂倉　皓平

近藤　誠人

河内　恵実

小山　貴央

山田　晴嗣

吉山　秋葉

石川　達也

新美　有希
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(特別支援生徒内数)

計

有川　慎吾

計

副
担

２　学校の組織

髙橋　佳奈

担　　　任担　　　任

奥平　夏海

安井　聡美

担　　　任

神谷　昂

１　　　　年 ２　　　　年

三矢　美保

伊藤明希良宮崎　成就

神谷茉里子

小川　恭平

工藤　諒也

竹内　直人32

31

３　　　　年

下間　一樹

神谷　泰史

浜下　洋之

生徒数 生徒数 生徒数

倉地　伸幸

32

33

西原理咲子

飯迫　千夏小島　千佳

山本　彰久

服部侑里香

蜂須賀季鈴

計

黒川　真帆

計

計

木原　聡志

全 校 生 徒 数

通常級 特支級27 4 計

32

32

31

31

32

31

35

36

36

36

35

36

36

35

37

37

38

37

37

37

37

37

317 321 297

36

3

1

1

2

2

2

2

3

1

3

3

2

324 330 306

960
（25）

72
(6)

31

計
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高浜中学校部活動方針

○運営方針

・異年齢の生徒が協力し、スポーツや文化など興味関心のある活動に自主的・自発的に取

り組み、個性の伸長を図り、責任感、連帯感を育成する。

○活動計画の概要

・顧問の指導のもと、火曜日・水曜日・金曜日の授業後を活動時間とする。

・土日の活動については、原則どちらかを休みとする。

・朝（始業前）の部活動は行わない。

・健康管理のため、部活動健康観察を活動前に行う。

・部長会を定期的（月１回）に行い、活動についての振り返りや健康観察についての情報

交換を行う。


